
大阪府 豊中市

自治体ＳＤＧｓモデル事業
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とよなか子育て世帯定住促進プロジェクト



１．モデル事業に取り組む背景
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2018年南部地域の転出入数

転入 転出
参考：住民基本台帳

南部地域の現状
・昭和45年（1970年）から人口が減少
・市内で唯一人口増減率がマイナスで、
少子高齢化が市内で一番顕著
・20代は転入超過だが、子育て世帯は
転出超過

なぜ南部地域から子育て世帯が転出するのか？

2

20代の単身者は
…自分にとって住みやすいまち

＋
子育て世帯は
…子どもにとって安心・安全なまち



２．モデル事業を通じて市がめざすべき姿

☆子育て世代が安心して定住できるまち

・子育て支援環境の充実
・子どもの居場所づくり
・将来に向けた学びの場の提供
・多様な働き方の支援

↓

子どもと働き盛り世代の増加

誰一人取り残さない持続可能なまちの実現

・地域包括ケアシステム・豊中モデル
・多世代交流の場の創出
・高年齢者の活用や女性活躍の推進による
潜在労働力の活用

↓

まちの活性化・地域活動の担い手の増加

ＳＤＧｓを合言葉に、地域・事業者・行政が連携を進める
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３．モデル事業の概要

経済面での取組 社会面での取組 環境面での取組

循環の拡大による
地域経済の活性化

地域連携による将来世代の育成
多世代が集うコミュニティの実現

安心して生活・操業できる環境

【地域課題解決ビジネスの促進】
○コミュニティビジネスに取り組む
中小企業・起業家向け補助金
・ＳＤＧｓ推進事業認定と連携
・金融機関の融資と連動した初動支援

○地域課題解決につながる
起業の支援

【人材不足の中小企業と
潜在労働力とのマッチング】
○女性活躍やシニア人材の活用
○多様な働き方の推進

【課題解決能力を引き出す教育
の推進】
○小中一貫校での特色ある学び
・大阪音楽大学・地元企業・地域との
連携
・ＩＣＴの活用や英語教育の充実
・インクルーシブ教育

○地域課題解決につながる
起業の支援

【多世代交流の場と連携ネット
ワーク】
○多世代が集う居場所づくり
○学校と福祉の連携プロジェクト
○子ども・若者の生涯を見通した
重層的な支援ネットワーク

【地域で取り組む地球にやさしい
まちづくり】

○地域団体と連携したクールチョイス
の普及・啓発・ＳＤＧｓ推進事業認定と
連携

○緑化の推進
○環境学習の拠点づくり

【住工混在による課題解決】
○事業所の操業環境対策補助金
○災害時の電力確保における事業所
との連携
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４．三側面をつなぐ統合的な取組①

地域資源を活用した子育て

職住近接の推進

全員参加型SDGsコミュニティの創出

・（仮称）南部コラボセンター等を拠点にした
多世代交流の場
・地域包括ケアシステム・豊中モデルの実現

・ＳＤＧｓ推進企業の登録・認証制度の創設
・地元企業への就労や起業の促進

・将来を見据えた教育の充実
・職・住環境の充実
・域内経済の活性化
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４．三側面をつなぐ統合的な取組②

地域資源を活用した子育て

地域包括ケアシステム・豊中モデルの実現
（仮称）南部コラボセンター等を拠点にした

多世代交流の場

切れめのないトータルケア・トータルサポートのネット
ワークを創りあげ、「市民力」「地域力」が向上させるこ
とで、地域の活性化につなげていく

↓
地域で子育てを支援

生活・学習等支援拠点、交流拠点、地域ブランド創造
拠点、市民活動コーディネート、市民サービス拠点の機
能を集約

↓
子どもから高齢者までが集う場所

（仮称）南部コラボセンターの外観イメージ
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４．三側面をつなぐ統合的な取組②

職住近接の推進

課題解決のビジネスと金融機関との連携

地元企業への就労や起業の促進

中小企業の新規事業への取組みを支援する事業にコ
ミュニティビジネスコースを新設することにより、地域内
の課題解決に行政だけではなく、金融機関や民間事業
者と連携し、中長期的な雇用の創出を図る。

↓
金融機関や事業者と連携した地域課題解決の促進

シニア人材の子育て、介護分野における就労を促進す
ることにより、子育て世代の女性の就労を促進し、市内
企業とマッチングすることにより、地元への就労者の増
加を図る。

↓
さまざまな世代の交流・就労の促進
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・地域課題解決ビジネスの促進
・潜在労働力の労働市場への活用

５．相乗効果

経済
・課題解決能力を引き出す教育の推進
・多世代交流の場と連携ネットワーク
・就労支援事業の実施

・地域で取り組む地球にやさしいまち
づくり
・住工混在による課題の解決

社会

環境

【環境面の相乗効果】
住工共生のまちづくりが
進み、職住近接が促進
される。

【経済面の相乗効果】
地域と密着したビジネス
が展開され、地域の環
境課題にも配慮した環
境経営が推進される。

【経済面の相乗効果】
すべての世代において
自主的なキャリア選択
が促進される。

【環境面の相乗効果】
地球にやさしいまちづく
りが進み、生活環境の
質の向上が図られる。

【社会面の相乗効果】
将来世代も含めた地域
を支える人材育成が促
進される。

【社会面の相乗効果】
若者世代や就職氷河期
世代など将来世代の担
いても含めた人材の確
保につながる。
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６．自立的好循環

安心して親になれるまちづくりの推進

職・住環境の充実
・事業所の操業環境対策
・環境学習の拠点づくり

経済の好循環
・金融機関と連携した中小企
業の新規事業への取組みを
支援
・市内企業とマッチングする
ことによる、地元への就労者
の増加

将来を見据えた教育
・主体的なキャリア選択の支援
・インクルーシブ教育
・タブレット等のICTの活用
・エシカル教育
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7．最後に

ＳＤＧｓ


